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凶悪な少年犯罪が、非常に頻繁に報ぜられるようになった。そのたびにマスコミは、「心の闇」という表現を用いる。

けれどもこうした発想は、根本的に本質を見誤っていると私は思っている。 

もっとも、一部の識者のように同様の事件が増加していないと言うつもりはない。なるほど彼らの指摘するように、

数だけ見れば十代の犯行は第二次世界大戦後まもないころの方がはるかに多いだろう。また今日でも、中高年の

犯罪件数が若年層を上回っているのは事実である。だが問題は動機である。 

金銭に困って罪を犯すのと、そうでないものを区別しない議論は、まったく意味がない。詳細が明らかになったのち

も「どうして、こんなことを……」と行動の理解に苦しむ事件は、間違いなく増えていると思う。その上で、あえて私は、

「心の闇」というレッテルを貼ることが見当はずれだと考えている。 

私たちが自分自身の行いを説明できるのは程度の差こそあれ、心のなかでことばによる判断を下しているからに

ほかならない。人間は外界へ向けて表明することなくとも、言語情報を操作することができる。心理学者はこれを内

的言語と呼ぶ。およそ思考というものの基礎とされてきた。 

しかしながら、このような意思決定の方法はヒトがなし得るそれのすべてではない。それどころか、長い間の養育と

教育を経てようやくたどりつく一つの到着点にすぎない。心のなかで視覚的イメージが次々とフラッシュするだけで

行為にいたるような過程が存在しても、全然おかしくない。そこにはおよそ闇など存在しない。 

今からおよそ 60 年前、アルベール･カミュはすでにこれに気づいていた。今ではほとんど省みられなくなった作品

『異邦人』の主人公ムルソーは、母の死の翌日、海水浴に行き、女と関係を持ち、映画を見ては笑いころげ、あげく

のはてに友人の女出入りに関係して人を殺し、動機を「太陽のせい」と答える。判事に自分の行動を要約して、「レエ

モン、浜、海水浴、争い、また浜辺、小さな泉、太陽、そして、ピストルを 5 発撃ちこんだこと」（窪田啓作訳、新潮文

庫、72 ページ）と答えるだけである。正岡子規の表現を借りるならば、私たちは「一匹の人間」として生を授かるの

だ。 

そして 21 世紀に突入した日本において、成人してなお「一匹」として暮らすものの数は、急増しつつある。ヒトの行

動の生物学的基盤を研究するものにとって、ありのままの「一匹」の姿を身近に観察できるのは、ある意味で幸甚の

限りであるが、どうしてこんな事態にいたったかをを話す予定である。 


